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ブロニスワフ・ピウスツキの観た日本

一一東京音楽学校の女流音楽家との交際を中心に一一

沢田和彦

はじめに

ポーランドの革命家にして民族学者プロニスワア・ピウスツキは、 1866年 11月2日(1)に

ロシア領リトワのズーウブという町に生まれた。 1887年、ペテルプルグ大学法学部在学中

にロシア皇帝アレクサンドル三世暗殺未遂事件に連座し、サハリン島に 15年(後に恩赦で

10年に減刑)の流刑となった。この牢獄の島でピウスツキはギリヤークと樺太アイヌの言

語を習得し、その民族学的調査を行った。刑期を終えた彼は、ウラジヴォストークのアムー

ル地方研究協会の博物館勤務となるo やがてペテルブルグのロシア科学アカデミーからサ

ハリン原住民の資料収集を委嘱され、エジソン発明の蓄音機、蝋管(録音、再生に用いる

蝋製の円筒)、カメラを携えて再度サハリンに向かった口ピウスツキは原住民とその文化の

擁護者となり、アイヌの曾長の姪チュアサンマとの問に一男一女をもうけた。

1905年6月、日露戦争による日本軍のサハリン市拠の直前にピウスツキは妻子を残して

島を脱出し、極東ロシア、日本、アメリカを経て翌年ガリチア(オーストリア領ポーラン

ド)に帰った。 1905年 10月初旬から塑年8月3日まで、途中一月半の極東ロシア訪問を除

く約8ヵ月間の日本滞在中に、彼は神戸、函館、東京、長崎を訪れて、亡命ロシア人革命

家、中国人革命家、作家の二葉亭四迷、ジャーナリスト横山源之助、日本の政界、言論界、

教育界の要人、社会主義者、民族学者やアイヌ研究家など実に多くの人々と多様な関係を

持った。

ヨーロツパでは、しかしながら、アイヌ研究は正当に評価されず、学位をもたぬピウス

ツキは定職を得ることができないで、困窮生活を余儀なくされた。 1914年、彼は第一次世

界大戦必至の気配を察してウィーンへ逃れる。さらに中立国スイスへ避難し、パリに流れ

つく o そして 1918年5月21日、セーヌ河のミラボ一橋のたもとで水死体となって発見さ

れた。失意と孤独と亡命生活に疲れた末の自殺とされているが、死の真相は今なお明らか

ではない。それは、実弟ユゼブ・ピウスツキの指樟下にポーランドが悲願の独立を達成す

るわずか半年前のことであった(九

本稿ではピウスツキの日本滞在中のーエピソードとして、彼と東京音楽学校の女流音楽

家たちとの関わりを取り上げてみたい。

I 

ピウスツキはマトヴェーエブがウラジヴォストークで発行していた雑誌『極東の自然と

人々』に「日本より」という記事を連載しているO
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おおばかこう

ニコライ・ペトローヴィチ・マトヴェーエブ(1865または 1866-1941)は、大庭何公に

よれば「日本[箱館ロシア領事館]で生まれた最初の露国人J で、ウラジヴォストークで

カデット党員として革命運動に加わり、市議会議員などを務めるかたわら、印刷・出版業

に携わり、「ニコライ・アムールスキイ」のペンネームを持つ詩人でもあった。 1919年に日

本に亡命し、大阪でロシア語書籍の印刷・出版業、次いで神戸でロシア語書籍商を営んだ、(針。

1893-1898年の聞にピウスツキはアムール地方研究協会の会員だったマトヴェーエブと

手紙のやりとりをしていた。刑期を終え、 1899年にギリヤークの青年エンディンを連れて

ウラジヴォストークにやって来たピウスツキは、はじめコレイスカヤ(ポグラニーチナヤ)

通りの財閥ツィムメルマンの家に仮寓し、次いで、アプレクスカヤ通り 9番のマトヴェーエ

ブ家に居を定めた。この家は偽造パスポートを所持していた多くの革命家の隠れ家となり、

ここでボリシェヴィキの地下活動の秘密の会合がもたれた(ペマトヴェーエフの詩「自然

の継子 (6.O.ピウスツキに捧げる)Jは、サハリン原住民に対するピウスツキの愛と、彼

とエンディンの歩んだ苦難の道のりを詠ったものである(九

クラクフのポーランド科学アカデミー図書館手稿部所蔵の「ピウスツキ・マニュスクリ

プト」中に、マトヴェーエブがピウスツキに宛てた手紙が2通残っている。一通は 1905年

11月l3日付(6)でウラジヴォストークから発送したもので、雑誌(U'極東の自然と人々』の

ことだろう)を翌年1月1日頃に発刊する予定のこと、近日中に自分が日本に出かけるこ

と、金が集まれば雑誌、専用の小さなタイプライターを買い、集まった小額の金で雑誌用の

印刷資材と鉛版と絵画を買うつもりでいること、印刷資材は既に日本で注文しであること、

自分の事業が軌道に乗ればピウスツキも気に入った仕事を恒常的に期待していいこと、も

し自分の不在中にウラジヴォストークに来るのであれば自分の事務所に居住し、仕事をす

るよう勧めている(九

もう一通は日付は不明だが、内容からして第一信からほど遠からぬ時期に書かれたもの

と思われるo これは次のような『極東の自然と人々』誌のプランを伝えたものである。

1 )極東諸国の歴史、民族学、日常生活に関わる論文。

2 )極東の国家・社会・その他の活動家たちの伝記。

3 )これらの国々の旅行記。

4 )学術と芸術のニュース。

5 )短編小説とルポルタージュと詩。

6 )雑報欄。

7 )編集局の回答。

8 )広告。

9 )本文への揺絵。

年間予約購読料送料別で8ループル、送料込みで9ループル (4646、t.2 : 55) 

これら 2通の手紙から、マトヴェーエフとピウスツキが親密な関係にあり、前者が後者

に援助の手を差しのべていたこと、マトヴェーエフが雑誌発刊前からピウスツキを執筆陣

の一員として念頭に置いていたことが分かる。一通目の手紙がきっかけになったのであろ
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プロニスワブ・ピウスツキの観た日本

う、 1906年 1月初頭、ピウスツキがウラジヴォストークから再度来日した時はマトヴェー

エブと一緒だった問。

II 

雑誌『極東の自然と人々[東洋週報lnは1906年1月初日 (9)に創刊号が発行された。「極
東」とは、本雑誌の定義によれば中国、日本、朝鮮、満州、アムール河中・下流域を意味

する(1九本誌は毎週コンスタントに出続けるが、周年7月30日発行の第27号でストップ

する。この雑誌の全体的概観と発行停止の事由については別稿に譲る。

マトヴェーエブがピウスツキに事前に手紙で依頼したことは実現した口『極東の自然と

人々』には後者の記事がいくつか見受けられる O 連載ものとしては「日本人支配下の南サ

ハリンJ (第4-5号、 2月19日、 26日発行)と「日本より J (第4-5、7-10、14-15、

20-21、23--24号)、その他に「モンゴルの覚醒J (第21号、 6月18日)、またこれは筆者

不明だが「異民族のなかの5.O.ピウスツキJ (第24号、 7月9日)という記事もある。

署名はおおむね r5.日.Jもしくは r6.Jとなっている。但し「日本よりJの第4号と第23

号は無署名だが、いずれもピウスツキの手になるものとみなしておく。なお第5号の「日

本より」は神戸で発行されていた週刊露文新聞『日本とロシア』からの転載記事であり、

第 15号の署名 r6.P.J はも.n.J の誤植だろう (11)。その他に第l号所載の「日本の原住

民たちーアイヌJ と題した写真や、第2号所載の「アムール河中・下流域地方の原住民た

ちーイマン川のゴリド人たち」という写真は、ピウスツキが撮影したものかもしれない。

「日本人支配下の南サハリンJは文字どおり、ポーツマス条約によって日本領となった南

サハリンのその後の状態を伝えたものである。ロシアが北サハリンを流刑地としているこ

とに日本が危慎を抱いていること、サハリンに派遣された移住・植民問題の専門家・熊谷

氏[樺太民政署長官・熊谷喜一郎]とその視察団に加わった鈴木[於兎平]氏の東京帰還

が待たれること、もう一人のサハリンの専門家でコルサコブ哨所の最後の副領事だった野

村[基信]氏が東京に戻ったこと、サハリンの漁区借用の入札に多くの素人の日本人が集

まり、借用料を大幅に釣り上げたこと、娼家や芸者をおいた茶屋も出現したこと、地名の

多くが変更になったことが述べられている。

「モンゴノレの覚醒Jでは、現在東京の中国人向けの特殊学校「振武学堂」でモンゴルの王

のひとりトルハト王が学んでいること、最近「華人青年会」が王歓迎の集会を開いたこと、

まもなく王妃も東京に到着し、日本実践女学校に入学の予定であること、内蒙古カラチン

の宮廷で2年間王の子供たちの教師を務めていた河原[操子]女史が3人のモンゴルの少

女を連れて帰国し、少女たちは現在下回歌子女史の学校で学んでいること、河原女史の代

わりに 3月に鳥居きみ[君子]女史が出かけたこと、彼女の夫は千島アイヌの研究で有名

な若い学者で、モンゴル語とモンゴルの風俗、習慣を学ぶべく 2ヵ月後に同じくモンゴル

に出発したことが記されている o

君子の夫・鳥居龍蔵は当時東京帝国大学理科大学人類学教室の講師であり、ピウスツキ

は彼と交わりを結んだ。鳥居はピウスツキを東京西ケ原貝塚に案内し、また 1911年には彼

の「樺太島に於ける先住民J をドイツ語版から訳出した。この論文には鳥居の著書『千島
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アイヌdJ (1903)からの引用が見られる。ピウスツキは君子とも親交を結び、 3月5日に彼

女が東京を発つ時に見送ってやった(4646、t.2 : 5-6)。後に君子が出発の情景を回想しつ

つ、「勇ましき諸声して r鳥居夫人寓歳」と呼ばる〉もうれしく覚束なき日本語もて『サヨ

ナラオクサン』と帽子捧げて呼ぶ露西亜人も亦愛らしく、J(l2)と書いた「露西亜人」とはピ

ウスツキのことである。

「異民族のなかの 6.0.ピウスツキ」は、「ギリヤーク人の村でギリヤーク人の民話と歌謡

を記録するピウスツキJ と題する写真を添えて彼のサハリンでの異民族調査活動を紹介し

た短い記事で、「現在6.0.は日本にいて、自分の研究を整理中である }13)と結ぼれている。

V
-
E
-
‘
 

T
E
A
 

--且

次に「日本より」の内容をかいつまんで紹介しよう。第4号は日露戦争の帰還兵士を凱

旋門を作って歓迎する様子が、凱旋門の括絵2枚を添えて語られている。

第5号は前述のように『日本とロシア』紙からの転載で、 1906年 1月15日に銀行家倶楽

部が東京で盛大な宴会を催し、伊藤[博文]侯と大隈[重信]伯、阪谷[芳郎]大臣が出

席したこと、伊藤侯が日本に広く門戸を開いた外国資本に飛び付くことの危険性を警告し、

大隈伯も伊藤侯の意見を支持して、「経済的世界共通」なるプレーズにのぼせ上がらぬよう

忠告したこと、大隈伯が『東京経済雑誌』の最新号で政府閣僚にも産業界にも見受けられ

る保護貿易主義への熱中に反対して貿易の自由を擁護したことが、大限伯の写真入りで紹

介されている。この記事が『日本とロシア』の第何号から転載されたのかは不明であるD

第 7-8号(3月12日、 19日)ではまず約2，000人の日本人伊演の帰国、そして日本人

にとって倖虜となるのは極めて恥ずべきであることが述べられる。次に歌会始に話題が移
しんねんのかは

る。今年のテーマは「新年河J であること、国内国外から 18，766首もの句が送られてき

たこと、第一等を獲得したのは宮内省御歌所録事の妻・遠山稲子女史の「なみならぬ年を

むかへて河の瀬のかみしもとなくいはふけふ哉」という歌であること、最も優れた「撰歌」

として天皇の前で披露される 7首のうちに[在奉天]第六師団第一野戦病院詰[陸軍]看

護卒・林清房の句「家にある父はことしもたに河のなかれをくみてとしむかふらむ」や、

東京の警視庁巡査の娘・長尾布美子の句「河口はにきはひにけりあらたまのとしの初荷ゃ

いまっきぬらむ」が入ったことが紹介される。次いで今年の新年の御進講はエジプトの保

護統治に関するものだ、ったこと(1ぺ伊藤侯が韓国統監府へ出発したこと、その後若干省略

して、話題は地震に移り、まもなく大地震がくるというデマが流れて、ピウスツキは知り

合いの日本人からすぐさま公園に逃げるよう、またその後荷物をまとめて逃げる用意をし

ておくよう言われたこと、『東京二六新聞』夕刊に大地震は起こらないから心配する必要は

ないという大森教授の論説が掲載されたこと、そして片山潜が最近帰国したことが伝えら

れているo

ピウスツキの記述には若干不正確な点があり、この年1月16日の『東京二六新聞』に載っ

たのは東京帝国大学教授今村博士の「大地震襲来説」であって、それを否定する大森房吉

氏寄稿「大地震襲来の浮説に就て(ー) (二)Jが2月1日と 5日の『時事新報』紙に掲載

されたのである。またピウスツキは 2月6日の夜、神田三崎町の吉田屋で聞かれた片山潜
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の歓迎会に出席し、演説した。

第9-10号(3月初日、 4月2日)では砕氷船[大礼丸]が2月9日に青森からサハリ

ンへ出発したものの、厚い氷に帰路を阻まれて 3月6日にようやく小樽に帰着したこと、

樺太民政署長官・熊谷氏が東京に到着してかの地の情報をもたらしたこと、東京地方裁判

所で前年9月の日比谷焼き打ち事件の審理が行われていること、その際幾人かの検察側の

証人が響察に買収されていたのが判明したこと、本年3月 15日に同じ日比谷公園で東京市

電値上げ反対の市民大会が聞かれたこと、 3月25日には社会党党員の発起にかかる集会が

聞かれ、それが暴動に発展して、自分もそれを見に日比谷公園へ駆け付けたのだが、自分

たちが到着するまでの有様を尋ねた相手が実は私服警官だったこと、翌日に 7人の社会主

義者が逮捕され、そのなかには社会主義者の機関紙『光』の 3人の編集員全員が含まれて

いたこと、 3月 16日に鉄道国有法案が衆議院を通過し、それに抗議して加藤高明外相が辞

職したこと、西閣寺内閣は政府の法案を通すために買収という日本の議会では珍しくない

手段をいとわなかったこと、それによって逆に国民の信頼を失い、新内閣への期待が裏切

られたのは誰の自にも明らかなことが伝えられている。

1905年 10月に平民社が解散し、石川三四郎、木下尚江らキリスト教派の社会主義者が

『新紀元』、幸徳秋水、堺利彦らが『光』と分裂してそれぞれ新聞を出すことになった。ピ

ウスツキは双方のグループと交際した。ここでもピウスツキの記述に不正確な点があり、

電車賃値上げ反対の市民大会が日比谷公園で聞かれたのは 3月 11日と 15日であり、日本

社会党党員が逮捕されたのは 3月 15日のことである(I九

第 14-15号(4月30日、 5月7日)では現在東京で学んでいる清国留学生は 6500人、

そのうち女子学生は約200人であること、日清両国の学生による最初の集会が今年2月に

聞かれ、大隈伯と青木[周蔵]子爵が開会の辞を述べたこと、清国の青年は民主主義の理

想、を抱懐しているばかりでなく、その四分の三は革命的ですらあること、彼らのリーダー

は最近清閣を脱出してきた孫逸仙(孫文)であること、東京で昨年から清国人の機関誌『民

報』が発行されていること、昨年に彼らの雑誌『二十世紀之支那』の創刊号だけが出たこ

とが述べられているo前述のように、ピウスツキはこれら在日中国人とも交わりを持った。

第 20号(6月11日)ではゴーリキイの来訪が日本で待ち望まれていること、ゴーリキ

イのみならずロシア文学全般の最も優れた翻訳者は長谷川[辰之助。二葉亭四迷の本名]

氏であること、メーデーに阪神電鉄の乗務員たちが労働時間短縮と公平な賞与金配当を求

めてストライキを起こしたこと、だがロシアと違って日本の官憲は暴力に訴えてこれを鎮

圧しようとはしなかったことを述べ、本事件の情報源である『光』紙から、「此同盟罷工は

直接見るに足るべき利益を得ざる如しと雌も、資本家をして反省する所あらしめ、労働者

は団結の必要を悟るべき点に於て間接の利益は決して少なからざるべしJ(I6)と引用してい

る。ピウスツキが二葉事四迷と極めて親密な間柄となって、彼から物心両面で様々な援助

を受け、二人で「日本・ポーランド協会」を設立したことはよく知られている(I九

第 21号では 1905年に国書刊行会が設立されたこと、その名背パトロンは大隈伯である

こと、出版予定の図書は、

1) u"古今要覧稿』全560巻
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2) IT'続々 群書類従』全5，000巻

3 )藤原兼実『玉葉』全68巻

4) IT'新井白石全集』全400巻

5) IT'近藤正斎[近藤重蔵の号]全集』全400巻

6) IT'新群書類従』全3，000巻

であること、ロシアの東洋研究機関の図書館はこれらの図書を購入すべきであることを

伝えているD

第 23号(7月2日)では 4月30日から 5月5日まで東京で挙行された征露凱旋陸軍大

観兵式の模様が伝えられている O ピウスツキは、「日本の兵士は貴国の女学生ですよ」とい

うロシア通の日本の知人の言葉を引用し、日本では国民と軍隊と最高権力の相互関係が実

に牧歌的であって、他のすべての国々から見てこれは羨むべきことであると述べている。

第 24号の「日本より」は「教育に関する大臣の訓令」という副題が添えられている。新
の-"あき

たに文部大臣に任命された牧野[伸顕]氏が6月初めに学生の思想、風紀の取締りについ

て訓令を発し、そこに初めて「社会主義防止」の語句が登場して少なからぬセンセーショ

ンを惹起したこと、保守的、日和見主義的な新聞『東京日日新聞』はこの訓令を支持した

こと、『時事新報』は訓令に極めて辛棟な批判を加えたこと、最も保守的な新聞『日本』は、

訓令が対象とするのは社会主義ではなく「極端なる社会主義J であるとしてこの訓令を擁

護したこと、『光』は大臣にしかるべき逆ねじをくわしたことを伝えている。ピウスツキは

『光』以外の新聞の反応を同紙所載の記事「牧野文相の司11令Jからヲ|いたものと思われるが、

『東京日日新聞』は彼の紹介とは違ってこの訓令を批判している(1ヘ

以上 12固にわたる「日本より」の連載記事は、テーマが実に多種多様にわたっている。

民族学者であり、革命家であり、文学にも造詣の深かったピウスツキの広い目配りが遺憾

なく発揮されており、 1906年前半、というより日露戦争直後の日本の様々な側面が浮彫り

にされているといってよい。記事の材料は、彼自身の個人的体験と『光』をはじめとする

新聞記事の双方から成り立っている。まもなく大地震がくると家主に脅されて身の回りの

品をまとめる箇所や、知人から聞いて日比谷公園の暴動を見に駆け付ける筒所は、ピウス

ツキの日本での暮らしの一面と彼の旺盛な好奇心を初梯とさせておもしろい。新聞記事は

二葉亭もしくは後述の上回あたりが、彼のために翻訳してやったのだろう。

W 

前に省略した第8号所載の「日本より」の中程の部分を、若干長くなるが引用する。

凶作に打ちのめされ飢餓に苦しむ東北地方からの悲しい知らせが絶えず届き続けて

おり、日本のみならず外国でも寄付金の募集を呼び起こしている。

イギリスとアメリカから数千人が被害者に援助の手を差し延べている。日本では義
よろず

掲金の募集が行われている。最も購読者の多い新聞の一つ『寓朝報』は米の寄付を受

け付けている。不幸な人々に援助の手を差し延べたいと願うすべての人々にわざわざ
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縫った小袋が配付され、本新聞の編集局はそのような袋を毎日数百個受け付けては、

寄付者の指示に従ってその後村々へ送り出している。

東京では飢餓で苦しむ人々のために一連の演奏会が催された。被害を受けた県の出

身者である若い学生たちのイニシアチプで催された音楽学校でのある演奏会で、大限

伯が演説を行った。この日本で最もリベラルな内閣の元首相で議会の進歩党の党首は、

あらゆる社会事業や進歩的な企図に常に理解を示す。この人物は官僚制機構を敵とし、

熱のこもった演説のなかで高齢にもかかわらず(大隈伯は 80歳を超えている)両のこ

ぶ、しを振り回しながら、官僚と、国の広大な地域における凶作という深刻な問題に対

する彼らの無関心な態度を激しく非難した。大隈伯の意見はとどのつまり、政府がタ

イミングよくこの問題に子を打っていたら、飢鰹は回避できただろうというものだっ

た。「政府に統治されている人々がその政府のもとで飢鰹に苦しんでいる、そういう政

府は今自己の無力さと無用さを証明しているのであります。」拍手の嵐が、若々しい魂

を持った尊敬すべき長者のこの演説に対する返答だった。

この演奏会に行って、日本人が日本の民族音楽とは全く異なるわがヨーロッパの音

楽を理解する資質を備えており、またそれを伝える能力があることを私は確信した。

橘女史は優雅に心をこめてショパンの「バラード」をピアノで演奏した。藤井女史は

バッハとプランツとプレチ(19)のロマンスを数曲歌った際に、見事に響く快い声一ーソ

プラノの力と優しさのすべてを発揮した。もし彼女がヨーロッパ行きを承諾すれば、

彼女はかの地で自分の歌によって人気を博し、世間から広く認められるだろうにと私

は確信する(20)。

ピウスツキが書いているように、 1905年の東北地方は冷害による大凶作に見舞われた。

とりわけ大きな被害を受けたのが宮城、福島、岩手の三県だった。宮城県の米の収穫は平

年に比べて 1割 2分の出来高、福島県は 2割 4分、岩手県は 3割 3分の出来高だ、った(21)0

1906年初頭の各新聞は凶作関係の記事が目につき、義摘金に関する情報が紙面をにぎわし

ている。ピウスツキが伝えたように、『寓朝報』は「同情袋J に白米を詰めて東北地方へ送

ることを呼び掛け、それに応えて白米や見舞金が続々と集まる様子を「同情袋に対する同

情J という欄で連日報道している。

ピウスツキが訪れた演奏会とは、宮城・福島・岩手県出身の早稲田大学の学生が組織し

た東北凶作地救済会が、 1906年2月11日午後1時より上野の東京音楽学校(現東京芸術大

学)で開催した慈善音楽会のことである o 慈善音楽会はとりわけこの月に多く、 9日から

18日頃までほとんど毎晩聞かれ、いずれも大入りだった(問。なかでも 11日の音楽会は豪華

な顔ぶれで、「入場券も頗る売行好く且つ各国外交官等も多大の同情を寄せ臨席するもの多

しと云ふ}2九諸新聞の記事を総合すると、当日のプログラムは次のとおりである。

「第1部J (1)開会の辞(2 )常盤棒、常盤松島(文字太夫、三登勢太夫、岸津文

字兵衛、岸津八百八) (3)長唄、「甲」大薩摩、鞍馬山(芳村伊十郎、杵屋六左衛門)

「乙」楠公(芳村伊十郎、杵屋六左衛門、岡安喜代八、杵屋勘五郎) (4)演説(大隈

伯)
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「第 2部J (1)ピアノ独奏、バラード(橘糸重) (2)独唱、アリアブロムフリジヨー

ブ(藤井環) (3) ヴァイオリン独奏、ローマンツエ、ガヴオツテ(プロブエツソル、

ユンケル) (4)独唱、甲、ウイルストドウダインヘルツ、パヴハ作、乙、エスハット

デイローゼー、プランツ作(藤井環)(5)ヴァイオリン、ピアノ合奏、ソナタインジー

マイノル(ユンケル、ブオンケーベル)(24) 

当時は慈善音楽会のように聴衆を多く集めるためには洋楽だけでは収入に見込みがない

ため、邦楽を組み合わせた和洋折衷のプログラムにしたは5)。入場料は一等2円、二等 1円、

三等 50銭で、その収入はすべて救済に充てられた(2ヘ当日は、「聴衆頗る多く殊に高輪な

る内親王殿下の御責臨ありたるは誠に光栄のことなりし。く中略〉全く終りたるは四時半な

りき }27)。

早稲田大学の東北凶作地救済会の会長をつとめた大隈重信の演説も、当日の呼び物のひ

とつだった。先に見たように、「日本より」のなかで大隈の名が繰り返し言及されていた。

ここでも「この日本で最もリベラルな内閣の元首相で議会の進歩党の党首は、あらゆる社

会事業や進歩的な企図に常に理解を示す。この人物は官僚制機構を敵とし、く中略〉若々し

い魂を持った尊敬すべき長老」と評されており、ピウスツキは日本の政治家のなかで大隈

を最も高く評価していたと考えていい。なお大隈が批判した「政府」とは、この年の 1月

7日に成立したばかりの西園寺公望内閣を指す。

V 

日本人の演奏に関するピウスツキのコメントは、高度な音楽理解の自信に裏打ちされて

いる。井上紘一氏は彼の子供時代を叙述しつつ、こう書いている。

また父親は折りにふれて趣味のピアノを家族に弾いて聞かせたと言う。プロニスワ

「前列右端が藤井環(U'"東京芸術大学百年史 東京音楽学校篇」

1、1987)J
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フが後にサハリンで立証した「耳の良さJ も父のピアノのお蔭ではないかと思われ

る(28)。

ピウスツキが称賛した二人の女流音楽家のうちまず「藤井女史」とは、当時東京音楽学

校研究科声楽2年に籍をおき、同時に「唱歌」の授業補助をつとめていた藤井環のことで

ある(問。あるいは後に欧米各地で20年間に「蝶々夫人」の 2.000回公演を成し遂げた三浦

環(1884-1946)の若き日の姿と言った方がいいかもしれない。!日姓・柴田環は 1900年に

東京音楽学校予科に入学し、外国人教師ユンケルに声楽を学んだ。英国製の真っ赤な自転

車で海老茶の袴に大きな蝶結び、のリボンを風になびかせながら通学して、「自転車美人Jと

評判になった。当時若い女性が自転車に乗るなどは破天荒なことだったのだ。同年、陸軍

三等軍医の藤井善ーと内祝言を挙げる。在学中の 1903年、日本最初のオペラ公演、グルッ

クの歌劇 rオルブェオとエウリディーチエJ にエウリディーチェ役で出演し、オペラ歌手

として認められた。翌年に本科を卒業。 1907年に声楽科の助教授となるが、 1909年に離婚

して、音楽学校を辞職。 1911年に開場した帝国劇場歌劇部専属の主席歌手となった。 1913

年、東京帝国大学医学部助手の三浦政太郎と再婚し、翌年夫とともにドイツへ留学するが、

第一次世界大戦が勃発。 1915年に口ンドン・オペラハウスでプッチーニ作曲の「蝶々夫人J

を演じて大成功を収めた。これ以来日本最初の国際的プリマドンナとして世界を舞台に活

躍した。

わが国では 1872年に学制が発布されて近代教育制度が発足した。 1879年に教育令が布

告され、同年本郷の文部省内に音楽取調掛が設置された。 1885年2月にそれが音楽取調所

と改称され、上野公園内に移転。同年 12月には再び音楽取調掛となり、 1887年に東京音楽

学校となった。 1893年に高等師範の付属音楽学校に格下げとなり、その後再び独立したの

は1899年のことである。

ピウスツキが環の独唱を聞いた東京音楽学校の奏楽堂は 1890年に落成した。ホールは梁

行 16メートル、桁行26メートルで、客席は最初は長椅子、後には 380席の固定席、小規

模だが近代的な音響効果がその設計によって得られた。歌の上手、下手がはっきり表れる

ので、歌い手にとっては厳しい演奏会場だったという (30)。環の歌った曲のうち「アリアブ

ロムフリジヨーブJは、マックス・ワルダウ作詞、プランツ作曲の「ある墓地(EinFriedhof) J 

のことか。「ウイルストドウダインヘルツ、パツハ作」は、 J.S・バッハまたはその子W.

F・バッハ作曲の「ジョヴァンニのアリア『汝が心われにあたえず、や.n (Aria di Giovanni 

“Wi1lst du dein Herz mir schenken") J である。また「エスハットデイローゼーJ は、ア

ゼ、ルパイジャンの詩人ミルザ・シャブィ作詞、ボーデンシュテット訳、フランツ作曲の「ば

らは嘆いた (Eshat die Rose sich beklagt) J のことである o この時環は 21歳。「もし彼

女がヨーロッパ行きを承諾すれば、彼女はかの地で自分の歌によって人気を博し、世間か

ら広く認められるだろうに」というピウスツキの評言は、現実とは逆のことを仮定する条

件法の構文で表現されている。環がこの9年後にヨーロツパで華々しいデビューを飾るな

どとは、ピウスツキには思いもよらなかっただろうが、結果としてこの言葉は彼女の将来

を見事に予言したことになる。ヨーロッパ放浪の途次、彼が日本の歌姫の噌を耳にしたか

どうか、あるいは再度彼女と会ったかどうかは不明である。
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VI 

ピウスツキが感銘を受けたもう一人の女性演奏家、「橘女史」とは、当時東京音楽学校の
いとえ

ピアノの教授だ、った橘糸重 (1873-1939)のことである。糸重は 1888年に東京音楽学校予

科に入学し、ピアノを専攻。 1892年に本科専修部を卒業後同校で教鞭をとった、ケーベル

門下のピアニストであるo 「明治三十年前後の音楽会では、幸田女史[幸田露伴の妹・幸田

幸]のヴァイオリンと相並んで、橘女史のピヤノが演奏の花形だ、った。 }31)ケーベルが東京

音楽学校で嘱託講師としてピアノと音楽史を教えたのは、 1898年から 1909年までである。
まさる

後にケーベルのギリシア古典方面の門弟・久保勉は二人の師弟の交わりをこう書き残して

いる。

橘さんが例のボーイの鈴木に案内されていとも静かに先生の部屋へ這入って来、す

こやかな先生の顔を見ると、いかにも嬉しそうににこ/¥しながら先生と握手する場

面を今なほあり/¥と想ひ浮べることができる。く中略〉こんな風で且つ共通の話題も

さう多くはなかったので、別に話がはずむといふ程でもなかったに拘らず、主客の聞

には少い言葉と言葉との聞に潜む互の心持が単に一緒にゐるといふことから以心伝心

で充分に組取られる、と言ふよりも寧ろおのづからにして相通ずるといふ風であっ

た(32)。

糸重は音楽方面でケーベルに一番近しい弟子で、博士は自分の楽譜、音楽書、作曲草稿

は彼女に譲ると遺言した。

また糸重は佐々木弘綱・信綱親子に師事し、雑誌『心の花』に短歌を寄せる歌人でもあっ

た。島崎藤村研究家・伊東一夫氏は彼女の短歌をこう評している。

特に前近代的思想、の流れをひく日本の多くの歌人のなかにあって、自我が鋭く追及

され、存在の危機をひたむきに告白していることは、藤村の小説「破戒」と同じく、

著しい近代性を示している。これらの歌が、自我または生のありかたを通して、人生

の深淵にふれ、そこに生れる、孤独・寂摩・絶望などの実存的自覚の悲劇を、伝統的

詩形において、素朴な、しかし沈痛な詠嘆として形象されていることは十分注意され

なければならない。く中略〉このようなきびしい自己否定の表現は、明治期には珍しく、

罪の自覚におけるキリスト教的実存の陰影に濃く染めなされているのである(問。

糸重が残した 400首近くの句のうち一句紹介しておこう。

つまれけりすてられにけりふまれけり

すくせったなき名もあらぬ花(34)

演奏会当日、佐々木信綱は糸重に次の二首を贈った。

-214-



プロニスワフ・ピウスツキの観た日本

とせ またまをごと

人の世にいく年ひめし真玉緒琴
うえてFと

世にひゾくてふ飢人のため
みちのくやま

み雪ふる陸奥山のうゑ人が

胸にひゾかむ清き調べの(矧

1898年、東京音楽学校選科下級ピアノ科に島崎藤村が入学した。糸重が彼にピアノを教

えた縁で、二人の聞に親交が生まれ、恋愛感情の存在も指摘されている。藤村の詩集『落

榔集』には糸重の存在が影を落としており、小説『水彩画家』のバイオリニスト柳沢清乃

と、『家』のピアニスト曽根千代のモデルは彼女とされている(問。糸重は生涯独身を通した。

1937年には佐々木信綱とともに第一回の帝国芸術院会員に任ぜられた。

四

雑誌、『音楽』の 1906年 4月号に「露国人類学者ピルドウスキーJ と題する次のような記

事が掲載されている口

目下来遊中の露国人類学者ピルドウスキー氏は流石に本場育ちとて音楽の噌みも浅

からざる由なるが去る紀元節の上野音楽学校慈善音楽会に赴きての評と云ふを聞くに

彼は幾多の楽人中橘糸重女史を以て歌人にも勝れたる名手なりと感心し其飴りにや

近々中同女史に書状を以て交際を求めんと欲する旨語りつ〉ありき (37)

これをピウスツキは実行に移した。彼に宛てた糸重の返信が2通、前記「ピウスツキ・

マニュスクリプト」中に含まれていたのである。次にそれを紹介しよう。

1. 1906年 2月20日付の書簡

[封筒表] 京橋区尾張町

箱館展方

プロニラウ、ピルスドスキー様

[封筒 裏] [東一破れてこの字なし]京音楽学校ニテ

橘糸重

[消印] 2月21日

御鵡との御手紙たまはりありがたく

拝見仕候

去十一日の演奏会に私のはかなき

すさび御き〉下され候よし われながら

心にみたぬふしのみにて作曲者に

封しでも罪浅からずと心苦しく
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ぞむじ居候を過分の御ほめにあづかり

何となく恐入候 いさ〉かたりとも御心に

叶い候はまことに望外の喜びに

御座候 されども今は決して/¥私の

功にてはなく全く曲そのもの〉美と

常にをしへをうけ居候ケーベル先生の

御恵による事とぞむじ候

猶又御祖国の御さま御父君の

御話など御きかせ下されありがたく志らぬ

とほきさかゐまでさま/¥於もいやられ

まをしく

終りに御健康を祝し上候

まずは右御返事

まで

し
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橘糸重

拝

プロニラウ、ピルスドスキー先生

御まへに (4648:2 -3、33)

この書簡から、ピウスツキが糸重に礼状を送り、その演奏をほめたたえたことが分かる。

彼女の演目は「ショパンの『バラードJ1J だ、った。それは恐らく「バラード第一番ト短調」

だろう。彼女はショパンとブラームスを得意にし、好みでもあった(38)。書簡4行目の「わ

れながら」から 13行目の「ぞむじ候」まではまるで女学生の文面のようだが、当時糸重は

32歳で教授の地位を占めていた。だがこのセリフは多少の謙遜を差し号|いても、彼女の性

格と厳しい音楽観が言わしめた本音と解すべきである。生き方の苦悩がにじむ彼女の歌を

一句引用しておく。

なりはひはかなしかりけりあやまちて

ピアノ人となりしいくとせ(39)

「常にをしへをうけ居候ケーベル先生の御恵」に糸重が言及していることも確認しておき

たい。この音楽会にはケーベル自身も出演し、ユンケルのバイオリンと「ソナタインジー

マイノル}州を合奏した。ケーベルは東京音楽学校以外の普通の演奏会には出なかったが、
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報酬をとらない慈善音楽会にだけは出演した(41)。この文面からして ピウスツキはケーベ

ルなる人物についてある桂度の知識を備えていたと考えてよい。この時ケーベルは東京帝

国大学と東京音楽学校以外に東京外国語学校でも教鞭を執っていた。これは日露戦争に

よってロシア人講師がいなくなったための代役だ、った。東京外国語学校の「外国教師」就

任期間は 1904年9月から 1906年9月までの 2年間のみである (42)。後にピウスツキはザコ

パネから二葉亭にこう書きよこしている。

幾度か日本について考えました。当時私に幾つも申し入れられた、学校で教える仕

事をなにゆえ引き受けなかったのかと、今悔んでおります{制。

この音楽会の 7ヵ月後に講師をやめたことからして、ケーベルには外国語学校で教鞭を

執り続ける意思、はなかったものと推察される。恐らくピウスツキに外語講師就任の要請が

あったのだろう。

「御祖国の御さま御父君の御話など御きかせ下され」という一節もおもしろい。糸重が演

奏したショパンは言うまでもなくポーランド人であり、「御祖国の御さまJは多分二人の聞

にその話題が出たことを物語っているo また前述のように、ピウスツキの幼年時代に父親

が折りにふれて趣味のピアノを家族に弾いて聞かせた。「御父君の御話」はそれに関わるこ

とだろう。

封筒の「箱館麗Jは1874年開業の、氷と牛乳と洋酒類を扱う日本のパーの元祖ともいう
しんたいぞう

べき屈である(州。屈の主人は信大蔵という人物。もと尾張藩江戸詰の武士で、榎本武揚に

従って五稜郭の戦いに参加し、銃弾を 6発受けたという前歴を持つ。ウラジヴォストーク

方面のロシア人と取り引きがあり、亡命外国人や旧幕臣が常にたむろしていた(4九ピウス

ツキは東京滞在中この屈の 2階に居をすえていた。木下尚江は二葉亭との会見をこう回想

している o

何時も銀座の箱館屋と云ふ屈の二階で会った。薄暗い、まるで地下室か巌窟かのや

うな閑かな一室(州。

vm 

2. 1906年2月27日付の書簡

[封筒表] 牛込区市谷加賀町一の一五

上回将様にて

[プロー破れてこの 2字なし]ニラウ ピルスドスキ様

[封筒轟]橘糸重

拝

[消 印]読み取り不能
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ふた〉び、御状かたじけなく拝し上候

御作の於もむき何とも恐入候折角の

御言葉に御こたへいたす筈には候へど

わたくしなどの写真あまりいかゾはしく

且はたゾいま手元に一葉もなく これより

作らせ候にては御帰国の御聞にもあふ

まじくぞむじ候ま〉学校の人々と

ともに写し候ものさし下し申べき

やとぞむじ候へど御思召いかゾにゃ

うかゾい上候

かしこ

口
u七十

橘糸重

拝

ピルストスキ様

御許 (4648:4、34)

この書簡からは、ピウスツキが即座に第二信を糸重に送ったこと、そこで彼女の写真を

要求したことが分かる。これは糸重にとっては気の重い要求だったにちがいない。彼女の

写真嫌いは、『心の花』の同人や東京音楽学校の教

え子がことごとく口をそろえる有名な事実であ

る。例えば、

「橘糸重(U"東京芸術大学百年史 演奏会

篇J 1、1990)J

橘さんは写真を撮るのが一番嫌であった。

会の記念写真などには、いつも最後の列に加

はってゐて、パッとシャッターを切った時に

は、すっとしゃがんで了ふ。偶々少数で前の

方に居なければならぬ時は、見事にうつ向い

て了ふ。その時刻を観ることのうまさ。斯く

て正面をきったのがありとすれば、立派に国

宝的存在といって宜い位のものだ(47)。

筆者は糸重の写っている写真を全部で 11葉見

たが、そのうちカメラを見つめている「国宝的存

在」のものは 2葉のみだった。「学校の人々ととも

に写し候もの」は、卒業写真かなにかだろう。ピ

ウスツキの遺品中に糸重の写真は見当たらず、彼

女が最終的に彼の依頼に応えたかどうかは不明で
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ある o もっともピウスツキは他の日本女性に対しでも同じ要求をしていたようで、そのよ

うな写真が 1葉残っている (4648: 51-52)。

「これより作らせ候にては御帰国の御聞にもあふまじくぞむじ候ま)， Jというくだりも見

逃せない。ピウスツキはこの後長崎へ行き、同地で汽船「ダコタ」号に乗り込んで横浜を

出港するのはこの年の8月3日のことだが、比較的長期にわたる日本滞在が当初からの予

定ではなかったことが分かる。同年2月8日の『東京朝日新聞』に「露国人類学者」と題

してピウスツキに関する記事が掲載されているが、その後半部にも次のような記述が見ら

れる。

尚同氏[ピウスツキ氏]は本月中を日本の研究に費し一度故郷の波蘭に帰り夫より

再び樺太に渡りて引続き人種学上の研究に従ふ筈なりと

封筒の「上田将」は日本ハリストス正教会の神学校でロシア語を学び、正教会の出版社

「愛々社」の翻訳員となって数多くの教書などを訳出した人物である(州。『日露実用会話』

(1903)、在日ロシア人伴虜のための r日露会話捷径JI (1905)のような著書もある。当時は

r東京日日新聞』の記者で、ロシア人革命家が長崎で出していたロシア語の新聞 rヴォー

リヤ』の東京での予約購読と広告の受け付けをしていた。 1906年 11月の、孫文と

革命的社会主義者党の創設者ゲルシューニの会談の通訳をつとめたのも彼だろう(州。上回

はピウスツキの論文「樺太アイヌの状態J を日本語に訳して、雑誌『世界J に掲載した(問。

「ピウスツキ・マニュスクリプト」中に上田がピウスツキに宛てた手紙と葉書が一通ずつ

残っているo手紙は 1906年7月 19日付のもので、自分は長崎に行けないこと、『モンゴル

とモンゴル人』の翻訳を頼まれたこと(51)、現在ニコライ主教が正教会の司祭と伝教者を東
みなと

京に集めており、湊氏が色丹島から到着したこと、ガルフィルド氏が今朝横浜から長崎に

向かったこと、自分はよく箱館屋に寄ってピウスツキのうわさをしていたこと、横浜に停

泊したら電報を打ってほしいこと、『世界』誌は既にピウスツキに発送済みであり、 r世界』

次号用の他の鉛版が出来上がった時点で鉛版を送るつもりであることを伝えている (4646、

t.1 : 81-82)。

葉書の方は 1907年7月1日付で、ピウスツキから手紙を受け取ったこと、ポドパーブが

家族と東京にいて、ロシアの諸新聞のために特派員通信を書いており、日本の新聞からの

翻訳を自分が手伝ってやっていること、『ジャパン・タイムズ』と社会主義者の雑誌の近刊
じん.!

をピウスツキに送ったこと、最近神保[アイヌ研究家の神保小虎か]氏に会い、彼がピウ

スツキの手紙を受け取ったと言っていたことを伝えている (4646: 80) 0 なお葉書の方の署

名は rM・ウエダ」になっているが、筆跡からしてこれは明らかに同一人物であって、 rMJ

は上田の洗礼名「マトブェイ」を指すのだろう{問。

「ピウスツキ・マニュスクリプトJ には宛先が上回になっている手紙がもう一通残ってい
けむやま

る。それは早稲田大学で西洋史を講じていた煙山専太郎の、 1906年2月25日付の手紙であ

る。これは上回とピウスツキの面会申し込みに対する返事で、 2月初日の水曜日午後1時

に早稲田大学で会おうという趣旨のものである (4648: 8)。

これらの上田宛書簡からして、ピウスツキの東京滞在中上田が彼を色々な場所に案内し、
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様々な人々に引き合わせていたことが推測される。上田はピウスツキ宛の葉書で、ポドパー

ブのために日本の新聞の翻訳を手伝っていると書いていたが、ピウスツキが『極東の自然

と人々』に「日本より J を連載する際にも同様の援助がなされたのかもしれない。従来ピ

ウスツキに対するこ葉亭の物心両面にわたる援助ということが指摘されてきた。それはそ

の通りだが、ピウスツキの日本滞在において上田が果たした役割をもっと高く評価すべき

である O

ピウスツキは既にサハリン時代に日本語に接する機会があった。著書『樺太アイヌの言

語とブオークロアについての研究資料』の序文で彼はこう書いている。

日本語については全く素養のない身でありながら、私は露日ポケット辞典を使うこ

とを余儀なくされ、コルサコブく大泊〉に住む日本人紳士たちに協力を乞うことも少

なくなかった(53)。

また鳥居君子がピウスツキに書いた手紙が、フランス語混じりのローマ字表記の日本語

であるのもおもしろい(4648: 7、47; 4648 : 28 ; 4646、t.2 : 5-6)。これらの事実からして

ピウスツキは少しは日本語を解したようだが、達筆で、認められた糸重の 2通の手紙は上田

がロシア語に訳出してやったのだろう D

立

ピウスツキが交友を求めた日本女性は橘糸重と鳥居君子だけではない。 1906年3月20

日の『北海タイムス』紙に「外人の日本婦人研究J と題する記事が載っている。それによ

ると、ピウスツキの東京滞在の目的は日本婦人の研究であって、彼は「朝野の才媛貴女」

を訪問しては次のような質問を試み、いずれ一冊の本にまとめる予定だという。

企日本婦人が政府に向かつて参政権を要求するに至りし真意A世界各国の婦人に比

して日本婦人の優美なる理由企日本婦人の結婚思想、企日本婦人の職業問題に於ける意

見企一般婦人の械多又は非人に対する感情及び所為企非人又は械多社会の婦人の現状

企現今日本婦人の教育程度に関しての意見

其他交戦中の日本婦人活動の実況、婦人界一般に流行する俗謡等……

第二の質問、「世界各国の婦人に比して日本婦人の優美なる理由」はおもしろい。ピウス

ツキがどの程度本気でそう考えていたのか定かでないが、後にクラクブから二葉亭に宛て

た手紙にはこう書いている。

しかし、もしもエネルギッシュで(日本女性ならむろんみなかわいくて善良でしょ

う)、自身こちらへやって来てもし失望したら帰国できるだけの資力をもった婦人がみ

つかれば、私はしばらく待って、あなたの選択眼を信じて陽の昇る国の婦人を伴侶に

選び、われらの未来の永遠の友情を実質的に強めるでしょうに(刷。
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同年3月9日の『報知新聞』にも「日本婦人の研究(波蘭人ピルスドスキー氏)Jと題す

る記事が掲載されている。内容は上の記事とほぽ重複するが、質問事項として上記以外に

看護婦になる婦人の目的、青年女性の愛読書が挙がっている。

当時、女性の苦しんでいる様々な問題の椴本的な解決は社会主義以外にはありえないこ

とを訴え、婦人層を結集しようとする運動がわが国で展開されていた。ピウスツキはこの

ような婦人運動家とも交際を持った。例えば福田英子、今井歌子、遠藤清。福田はキリス

ト教派の社会主義者。今井は月刊誌 r二十世紀の婦人』の事務を引き受け、やがて社会主

義者と交渉を持つようになって、婦人に政治上独立の人格を認めない治安瞥察法第五条改

正の請願運動を、福岡と共に展開した人物である。この運動を支えたのが遠藤で、後の『青

踏』同人である。日本婦人論を一本にまとめるというピウスツキの目論見は実現しなかっ

たが、彼はガリチアに戻った後市民大学で日本婦人について公開講演を行った(問。

ケーベルは日本婦人について次のように述べている。

日本婦人は一一私の知れる限りでは一一西洋婦人に比して幾多の長所をもってい
ダ}メン ワイパー フラウエン

るo その最大なるものは、即ち彼らがいわゆるr淑女』でなくして、女または婦人一一

男に対する自分たちの自然的ならびに社会的位置を意識しており、かっその他の何も

のであろうとも欲しない(少くとも現在では l) ところの一ーであるということであ

る。一一尤も日本においても既に時折は『新しい女』を説くのを聴き、私もこの『理想』

の二三の実例を見たことはある。が、しかしその背後にはなんら真面目なるものが潜

んでいない。それはむしろかの日本においてきわめて喜ばる). Ii'近代的なるもの』と

の遊戯三昧のーっと見るべきである。即ち彼らには、何であっても、たゾ『近代的』

でさえあればよいのである f く中略〉

私の知れる、善良、賢明にして、教養を求めておりかっこれに堪える日本婦人は、

『婦人問題』をば自分では既に解決している。それも、私の考えるところでは、それが

ヨーロッパにおいてのみならずまた一般にも解かれうる唯一の正しき仕方において、

即ち騒を起すことなく、その落著いた、何びとの厄介にもならない、謙譲な、一つの

有用な活動をもって充されたる生活によって。く中略〉

私にしてもし今四十ばかり若くかっ結婚をするという考を抱いていたならば、私は

ひとりドイツ婦人かしからざれば日本婦人を選ぶであろう。無論後者は『西洋婦人』

を気取ってはならない。彼女の教養とまた自身の娯楽とのためにする音楽[こ〉にい

う音楽はいうまでもなく西洋音楽を指す]は彼女に許されるであろう、しかしながら

r専門演奏家』として公に出演することは全然禁ぜられるであろう(刷。

ケーベルの発言の前半部は、 r近代的」を装う「新しき女」たちに対する明らかな批判で

ある。また最後の部分、自分の配偶者は「専門演奏家」であってはならないというくだり

は、間接的に三浦環の生き方への批判となりうる。事実彼はその後の環とは没交渉だった。

では橘糸重はどうか。久保勉はこう書いている。

先生[ケーベル]が『小品集』の中で、『私の知れる、善良、賢明にして、教養を求



沢田和彦

めて居り且つこれに堪へる日本婦人』とか、『騒を起すことなく、その落著いた、何人

の厄介にもならない、謙虚な活動を以て充された生活をする日本婦人』とか書いた時、

先づ第一に念頭に浮んでゐたのは恐らく橘さんであったに違ひない(57)。

ピウスツキは日本の婦人をどのように観ていたか。この間いに対する彼の直接の回答は

見当たらないが、ケーベルとはかなり異なるものだ、ったことは間違いない。ケーベルが手

厳しく批判した「新しき女J、即ち女性社会運動家たちにピウスツキは積極的にアプローチ

した。そしてその質問事項からして、ピウスツキが彼女らの運動を肯定的に捉えていたこ

とも確かである。彼はガリチアに戻って事実上の夫婦となったマリアを、ケーベルの嫌う

「専門演奏家」にしたいと考えていた(問。

ではピウスツキの観た橘糸重はどうか。本稿で紹介した彼女の第一信は、恐らくピウス

ツキにとって意外なものだっただろう o優れたピアニストであるばかりでなく、「歌人にも

勝れたる名手なりと感心し」て彼は手紙を書いたわけで、全く別個の女性像を脳裏に描い

ていたはず、だが、返ってきた返事は予想外の、徹頭徹尾謙遜の念のこもった内容のものだっ

た。仮にこれが藤井環であれば、このような返事は決して書かなかっただろう。だが逆に

ピウスツキは糸重との文通によって、日本女性の異なった側面に触れることができた。日

本に短期間滞在した者としては、むしろ社会に突出した女性、「近代性」を標梼する「新し

き女性」に接する機会は多くても、保守的、伝統的思考法の女性、まして徹底的な自己否

定の女性と接する機会は少なかったのではないか。その意味で糸重との文通は、この実に

好奇心旺盛なポーランド人の興味を引き、彼にとって日本婦人研究の貴重な材料となった

にちカまいない。

本稿執筆に際し、サハリン州立郷土博物館(ユジュノ・サハリンスク)のB・M・ラティ

シェフ、アムール地方研究協会(ウラジヴォストーク)のA.A・ヒサムヂーノブ、秋月

孝子、石垣香津、井上紘一、小松美沙子、沢田梢、島尻政長、清水恵、長縄光男、中村喜

和、浜野アーラ、宮本立江、矢崎正夫の各氏と、日本近代音楽館、早稲田大学大学史編集

所より貴重なご教示と資料を賜った。またアムール地方研究協会図書館、国立国会図書館、

埼玉大学図書館、一橋大学図書館、北海道大学スラプ研究センタ一、早稲田大学現代政治

経済研究所、早稲田大学図書館で資料の収集を行った。記して感謝の意を表する。

、王

1 日付は特記しない限り新暦で統ーした。

2 ピウスツキの生涯とその日本滞在については、拙稿「プロニスワブ・ピウスツキの生

涯と明治日本J [f'ポロニカ JJ 4、1994年、 20-37頁、を参照のこと O

3 マトヴェーエブについては、櫓山真一「親日亡命ロシア人ニコライ・マトヴェーエブ」

原陣之・外川継男編『講座スラプの世界⑧ スラブと日本』弘文堂、 1995年、 187-213

頁、を参照のこと。

4 乃.日.I1Ba山‘eHKO，刀OCJleCJl08UeK u3daHulO:HuKOJlαt1 flempo8ulf Mamθee8 --Kmo 
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OH九， BJIallI1BOCTOK， 1991， CTp. 9， 14. 

5 A. A. Xl1caMYTlll1HOB (COCT.)， "...C nO/lHbt.M 3a6eeHueM U /l的60鮎的..."K 125-Jzemu的

CO Ò削 po~òeHU~ EpOHUC/laθα OCunoeU'ia nωCYOCKOZO， BJIallI1BOCTOK， 1991. 
6 この日付は旧暦て¥新暦では 11月26日になる O

7 北海道大学スラブ研究センター所蔵マイクロフィルム Pi1sudskiManuscript. ポー

ランド科学アカデミー図書館(クラクブ)の整理番号 R~kopis sygn. 4646， t. 2， p. 55. 

以下、本 rマニュスクリプト」からの引用は本文中の括弧内に整理番号を記す。

8 rr馬関毎日新聞J1906年 I月 10日、第2面。『北海タイムスJ1906年 1月 10日、第1

面。

9 以下、『極東の自然と人々』の発行日は旧暦によっており、新暦に値すには 13日を加

算すればよい。

10 [恥upooaU /l的OUノTf.a/lbHeZOBocmoKa (BocmofiHa~ Heoe必死J，No. 2，5中eBpaJI5I1906 
f.， CTp. 16. 

11 ラティシェフ氏は「日本より Jの掲載号数として第 7-10、14 15、21、23-24号を

挙げている。第 4-5号についてはさておき、第20号は明らかに氏の見落としである。

また「モンゴルの覚醒」については言及がない。 [3pOHl1c.JIaB fl川 cyllCKI1H， “日0931151

r川河KOB."flpelll1CJIOBHe B. M. JIaTbl山eBa，KpaeeeO1feCKUU 6.的/l/lemeHb，CaXaJIHHCKI1H 

06JIaCTHOH KpaeBClllJeCKI1首 MY3eH，1990， N o. 1 CTp. 110. 

12 鳥居きみ子「蒙古行道すがら(其ー)J n'読売新聞J 1906年3月8日、第3面。

13 [在JUPOOαU/lIOOU JI.IωbHezo BocmoKa (BoCm01fHafl HeOe/l刃J，N o. 24， 9 I1I{)JI51 1906 r.， 
CTp. 3-4. 

14 1月 15日に細川潤次郎文事秘書官長の「挨及と英国との関係」、三島毅東宮侍講の「詩

経大雅蕩之什江漢篇J、猪熊夏樹の「日本書記神武天皇四年二月之傑」の三つの進講が

あった。『毎日新聞J1906年 1月 16日、第2面。『読売新聞c!1906年 1月 16日、第1

面。

15 rr光J 1 -9、1906年3月20日、第5、7面。

16 rr光J 1 -13、1906年5月20日、第2面。

17 安井亮平「二葉亭四迷のロシヤ人・ポーランド人との交渉J rr文学c!34-8、1966年8

月、 22-25頁。安井亮平翻刻・訳「ニ葉亭四迷宛ピウスツキ書簡J 『二葉亭四迷全集』

別巻、筑摩書房、 1993年、 114-164頁、を参照のこと O

18 rr光J 1 -15、1906年6月20日、第2面。

19 rプランツJ はドイツの作曲家にして教会オルガン奏者、指揮者の口ベルト・プランツ

(Robert Franz， 1815-1892) 0 rプレチJ (6p別)は不明。あるいはドイツの作曲家に

して指揮者のマックス・プルツブ (MaxBruch， 1838-1920)のことか。

20 [在JUpooaU /lIOOU JI.a/lbHeZO BocmoKα (BOCm01fH仰 Heoe必死J，N 0.8， 19 MapTa 1906 
r.， CTp. 5-6. 

21 小野武夫『現代日本文明史 第九巻農村史』東洋経済新報社、 1941年、 544-545頁。

22 幽弦郎「楽壇雑観慈善音楽会J rr音楽新報Jl 3 -2、1906年3月、 33頁。

23 rr報知新聞J 1906年2月11日、第2面白
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24 s'東京朝日新聞jJ1906年2月7日、第4面。『東京二六新聞JJ1906年2月7日、第3面。

『読売新聞jJ1906年2月7日、第 1面。『寓朝報jJ1906年2月7日、第3面。『東京日

日新聞jJ1906年2月11日、第4面。

25 田辺久之『考証三浦環』近代文華社、 1995年、 66-67頁。

26 例えば、『東京二六新聞jJ1906年2月7日、第3面。

27 s'早稲田学報jJ130、1906年3月、 72頁。

28 井上紘一「プロニスワブ・ピウスツキの不本意な旅路J s'国立民族学博物館研究報告別

冊jJ 5、1987年、 46頁。

29 s'東京音楽学校一覧 従明治三十八年至明治三十九年jJ1906年、 68、69頁。

30 田辺、前掲書、 45、82頁。

31 小花清泉「橘糸重女史を'懐ふJ s'心の花jJ43-10、1939年 10月、 5頁。

32 久保勉『ケーベル先生とともに』岩波書庖、 1951年、 135-136頁。

33 伊東一夫『島崎藤村研究-近代文学研究方法の諸問題一』明治書院、 1969年、 360-361

頁。

34 藤田福夫『近代歌人の研究-歌風・風土・結社一』笠間書院、 1983年、 295頁。

35 s'東京二六新聞jJ1906年 2月11日、第 1面。

36 例えば、伊東、前掲書、 346-365頁、藤田、前掲書、 290-312頁、安田保雄「比較文学

ノート(五)-藤村詩と橘糸重一J s'成暖国文jJ19、1986年、 1-15頁、を参照のこと。

37 s'音楽jJ 9 -6... 1906年 4月、 42貰。

38 多賀谷千賀「亡き先生J s'心の花jJ43-10、11頁。

39 藤田、前掲書、 299頁。

40 バイオリン“Sonatain G Minor (ト短調)"のことだろう。作曲者は不明。

41 久保勉「ケーベル先生を語るJ s'図書jJ263、1971年7月、 32頁。

42 s'東京外国語学校一覧 従明治情七年至明治叶八年jJ1904年、 19頁。『東京外国語学校

一覧 従明治↑什八年至明治叶九年jJ1905年、 19頁。

43 1907年 10月24日(新暦 11月6日)付、『二葉亭四迷全集』別巻、 147頁。

44 小島津満江「銀座年表一書誌を中心に一明治編一Js'銀座文化研究jJ1、1986年、 50頁。

銀座文化史学会編石川幸恵担当「明治 35年銀座の住人その 4J s'銀座文化研究』

4、1989年、 95頁。箱館屋は現在の中央区銀座6丁目 9-8の婦人服庖「銀座マギー」

のある所にあった。

45 野口孝一「ピウスツキと銀座の函館屋J s'北海道新聞』夕刊、 1985年 12月12日、第7

面。

46 木下尚江「長谷川二葉亭君J s'神・人間・自由』中央公論社、 1934年、 244頁。

47 石樽千亦「橘糸重さんJ s'心の花jJ43-10、4頁。

48 山川令子「うえだすすみ 上田将J s'日本キリスト教歴史大事典』教文館、 1988年、 162

頁。ちなみに「将」を「ス〉ム」と読む説もある。堀川柳人編『帝政ロシア邦文書目』

非売品、 1939年、 14頁。

49 和田春樹『ニコライ・ラッセル 国境を越えるナロードニキ』下、中央公論社、 1973

年、 114、156-157、206頁。
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50 露国ピルスドスキー氏寄稿「樺太アイヌの状態J (上)・(下) D"世界.026、1906年 7月、

57-66頁。 27、1906年8月、 42--49頁。

51 後に、ポズドネェプ原著、東亜同文会編纂局翻訳『蒙古及蒙古人』東亜同文会、 1908

年、として出た翻訳のことだろう o 同書、「凡例J 2頁、堀川柳人編、前掲書、 14貰、

を参照。

52 中村健之介・中村喜和・安井亮平・長縄光男編『宣教師ニコライの日記』北海道大学

図書刊行会、 1994年、 139頁0

53 北海道ウタリ協会札幌支部アイヌ語勉強会訳「樺太アイヌの言語と民話についての研

究資料<1 > J D"創造の世界.046、1983年5月、 106頁。

54 1906年 11月21日(新暦 12月4日)付、『二葉亭四迷全集』別巻、 123-124頁。

55 1907年5月10日(新暦5月23日)付のピウスツキの二葉亭宛書簡、 r二葉亭四迷全集』

別巻、 133頁。

56 久保勉訳編『ケーベル博士随筆集』岩波書底、 1928年、 107-109頁。

57 久保勉『ケーベル先生とともに』、 137頁。

58 1907年 10月5日(新暦 10月 18日)付のピウスツキの二葉亭宛書簡、『二葉亭四迷全

集』別巻、 142頁。
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只nOHHfIr JIa3aMH EpOHHCJIaBa nHJICY且CKoro
一一一 Ero3HaKOMCTBO C My3blKaHTKaMH 

TOKHikKOH MY3blKaJlbHOH WKOJlbl一一

l{a.ll.3YXHKO CABAllA 

H. f1. MaTBeeB， llepBblH pyCCKHH ypO)l{eHeu日口OHHH，H311aBaJl BO BJlal1HBOCTOKe e)l{eHel1eJlbHblH 

)l{ypHaJl“口pHpOl1aH JlIDl1H naJlbHerO BOCTOKa [BOCTOYHa兄 Hel1eJl兄J"C 29-ro HHBap冗 11030-e 
M的λη1906r. (Bcero BblUlJlO 27 HOMepoB). B 9TOM )l{ypHaJle 6blJlO 0lly6JlHKOBaHo HeCKOJlbKO 

CTaTeH 1l0JlbCKOrO pCBOλ岡山OHepa H 9THorpa中a 5pOHl1CJlaBa f1I1JlcYl1CKOrO (1866-1918): 

“lO)I{HblH CaXaJlI1H 11011 BJlaCTblD HlloHueB" (N 0.4-5)， cep附 pellOpTa)l{eH11011 06W，I1M 3arOJlOBK-

OM“日3只1l0HHH"(N 0.4-5， 7-10， 14-15， 20-21， 23-24) 11“f1p06Y)l{l1eHl1e MOHrOJlI1H" (N o. 21). 

TaK)I{e TaM 6blλa 1l0Mew，eHa CTaTb只“5.0. f1I1Jlcy l1CKHH Cpel1H I1HOpOl1ueB" (N o. 24)， aBTOp 

KOTOpO品HeI13BeCTeH.B Cepl1H CTaTeH“日3日1l0HHH"日HJlCyl1CKHH， 06paw，a冗CbK caMblM pa3HOO-

6pa3HblM TeMaM， peJlbe 中HO oT06pa)l{aeT H叩1引loaHCbl兄町1l0HCKOH)l{113HH cpa3y 1l0CJλle pyCCKO-呪.

BOHHblし， 可TOr日103BOJl旧兄eTrOBOpl1Tb 0 LlIHpOTe ero l1HTepeCOB KaK 9THorpacta 11 peBOJllOU110Hepa. 

TaK B CTaTbe B BOCbMOM HOMepe )l{ypHaJla co06Ul.aeTCH 0 Heypo)l{ae B ceBepHblX 

llpe中eKTypaxOCTpOBa XOHClO 11 0 TOM， YTO l1Jl只IlOMOW，HIlOCTpal1aBUlHM 6blJlH yCTpoeHbl C60Pbl 

1l0)l{epTBOBaHHH 11 P兄11 6JlarOTBOpl1TeJlbHblX KOHIl.CpTOB. naJlee 日l1JlCYl1CKHH l1eJlHTC冗

BlleyaTJlCHI1HMI1 06 011HOM H3 9Tl1X KOHUCpTOB， KOTOPWH llpel1Bapl1Jla llJlaMeHHa只 pe可b rpa中a

OKYMa， 11 oco6eHHo OTMeyaeT 113河町Hoe I1CnOJlHeHHe Ha pO兄Jle ト)l{0品 Ta可H6aHa “6aJlJlal1bl" 

WoneHa 11 3aMC可aTeJlbHOe l1CllOJlHeHl1e r-)I{OHφY l1)l{l1l1 pOMaHCOB 5axa ， φpaHl~~a 11 5p9可a.

6JlarOTBOpHTeJlbHblH KOHuepT， 0 KOTOpOM 1111山eTf1I1Jlcy l1CKI1H， 6blJl yCTpoeH 11-1'0中eBpaJl兄 1906

r. B TOKl1HCKOH MY3blKaJlbHOH 111KOJle (HblHe TOKI1HCKOH aKa江CMl1l1xy 110)1{ eCTB) no l1HHUl1aTHBe 

CTYl1CHTOB yHl1BepCI1TeTa BaC911a - ypO)l{eHueB nOCTpal1aBUll1X npe中eKTyp. B cepl1l1“日3

)1110HHl1" HeOl1HOKpaTHO yllOMl1HaeTC兄 OKYMaCl1r9H06y， 11M冗IlOJll1TI1Ka11 OCHOBaTeJl兄 yHI1BepCI1-

TeTa BaC911a， a ero l1eHTeJlbHOCTb He113MeHHO BblCOKO oueHHBaeTC只 aBTopOM， '-ITO l1aeT 

OCHOBaHI1兄 llpel1110JlO)l{l1Tb，YTO f1l1JlCY l1CKl1H CYl1TaJl OKYMa 011Hl1M 113 caMblX Bbll1aIDw，I1XC日

nOJlI1THKOB B日1l0HHI1.

小川 φYl1)l{l1l1ぺIlOXBaJlCHHa兄f1日Jlcyl1CKHM， - 9TOφYl1)l{HH TaMaKI1 (1884-1946)， 

KOTopa兄BTO BpeM只YYI1JlaCbHa BblCWl1X Kypcax 110 KJlaccy BOKaJla 11 011HOBpeMeHHO llpellOl1aBa-

Jla lleHl1e B KayeCTBe aCCl1CTeHTKI1. I1Jll1， MO)l{eT 6blTb， JlyY山 eCKa3aTb， YTO 9TO 6y l1y山aHMl1ypa 

TaMaKH， 2000 pa3 B TeyeHl1 
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llpyroH HCnO~HHTe~bHH~eH，“r-)I{ OH Ta明 6aHa"，6bWa TaYH6aHa I1T03 (1873-1939)， 

npoゆeccopno K~accy 中opTenHaHO 8 TOKHHCKOH MY3hlKa~bHOH lilKOλe. OHa 3aHHMa~aCb n01l. 

pyKOB01l.CTBOM pyccKoro HeM~a，中川oco<þa H My3bIKaHTa P. Ke6epa. KpOMe TOrO， I1T03 rlHCa~a 

CTHXH. Ee“TaHKa" (KpaTKOe CTHXOTBOpeHHe pa3MepOM 8 5-7-5-7-7 C瓜)fOB) npoHHKHyTbI 

omymeHHeM KpH3Hca 6bITH只 H caMOOTpHuaHHeM. 日T03npO)l{Hλa BCfO CBOfO )l{H3Hb He3aMy)l{幽

HeH. 

B “PyKonHc兄X E3. nHλCY1l.CKOrOぺxpaH冗山HXC只 8 KpaKOBe 8 6H6~HOTeKe nO~bCKOH 
aKa1l.eMHH HayK， eCTb 1l.Ba nHCbMa I1T03 K nH~Cy 1l.CKOMy. 01l.HO H3 HHX (OT 20-ro 中eBpa~H 1906 

r.) - OTB昨日T03Ha 6~ar01l.apCTBeHHoe， nO~Hoe BOCXHmeHHH ee HrpoH llHCbMO nH~cy 1l.CKOrO -

OTBeT， HCllo~HeHHbIH CKpOMHOCTbfO. Ho Ha1l.0 CKa3aTb， YTO 3TO ee HCTHHHa兄 CKpOMHOCTb，

npOHCXO.llHma兄 H3ee xapaKTepa H CTpororo B3r A日a Ha My3bIKy. B TO BpeMH Ke6ep npe欄

n01l.aBa~ (抑~OCO中日fO B TOKHHCKOM HMllepCKOM yHHBepcHTeTe， Be~ K~acc 中opTenHaHO H TeopHH 

My3bIKH B TOKHHCKOH MY3bIKa~bHoH UIKo~e ， a TaK)I{e pycCKHH H3blK B TOKHikKOM HHcTHTyTe 

HHOCTpaHHblX河3bIKOB. 4epe3 7 MeCHlleB lloc~e 3Toro KOHllepTa Ke6ep ywe~ C 1l.0~)I{ HOCTH 

llpen01l.aBaTe~只 8 HHcTHTyTe H MO)l{HO npe.llnOλO)l{HTb，可TO nH~Cy 1l.CKOMy IIpe1l.~O)l{ H~H 3Ty 

1l.0~)I{ HOCTb ， HO OH OTKa3a~CH OT 3TOrO llpe1l.~O)l{ eHH凡

日31l.pyroro nHCbMa I1T03 OT 27 -ro中eBpaλ兄1906r. CTaHOBHTC只只CHO，可TOnH~cy 1l.CKHH 

Bc~eλ3a llepBhlM noc~a~ eH BTopoe llHCbMO C llPOCb60H 0中OTorpa中HH. 3TO 6bI~a ， 1l.0~)I{ HO 

6bITb， He)l{ e~aTe~bHaH npocb6a 1l.J旧日T03，He Ao6HB山eH中OTorpa中日pOBaTbC凡 nO C01l.ep)l{aH附0

3Toro nHCbMa TaK)I{e BH1l.HO， YTO nH~cy 1l.CKHH no nepBC>HaYa.JIbHoMy n.JIaHy HaMepeH 6bl~ 

OCTaBHTb 河口OHH的 paHbwe. 3TO BTopoe nHCbMO I1T03 OT 27 中eBpaA'I a1l.peCOBaHO Y 31l.a 

CyCyMH (H~H CYCYMY). Y31l.a H3y可a~ pycCKHH H3bIK B npaBoc~aBHoH 1l.YXOBHOH CeMHHapHH 8 

TOKHO. B TO BpeM珂OHpa60Ta~ )l{ ypHa~HcTOM H OKa3bl8a./] nOMm~b pyCCKHM peBO~fO~HOHepaM. 

MO)l{HO npe1l，flO~O)l{ HTb，明o BO BpeM冗 IIpe6bIBaHHHn日~CY1l.CKOrO B日nOHHHY 31l.a COnpOBO)l{1l.a~ 

ero 8 pa3Hble MeCTa H 3HaKOMH~ C pa3HblMH ~f01l.bMH. 日O-BH.llHMOMY， Y31l.a IlepeBe~ tIa PYCCKHH 

冗3bIKH 06a nHCbMa日γ03.

KaK 3THOrpa中日 peBO~fOUHOHep ， nH~Cy 1l.CKHH 3a BpeM兄CBoeroKOpOTKOrO 8-MeCHYHOrO 

npe6bIBaHH兄B 日IlOHHHHe MOr He 06paTHTb BHHMaHHe Ha 3apO)l{1l.aBWeeCH 8 CTpaHe )l{eHCKOe 

1l.BH)I{eHHe. OH 6bI~ 3HaKOM C CO~Ha~HCTKaMH ， He01l.HOKpaTHO BCTpeYa~C只 C “HOBbIMH 

)l{eHmHHaMH" H， cY1l.兄 noero BOnpOCaM K HHM， OueHHBa~ HX 1l.eHTe~bHOCTb flO~O)l{ HTe~bHO B 

OT~HYHe OT Ke6epa. Bepo兄THO，pa3HOCTOpOHHH冗 01l.apeHHOCTbI1T03 pHCOBa~a nH~CY1l.CKOMY 

COBceM 1l.pyryfO )1{ eHLUHHY，日 nOToMy KpaHHe CKpOMHOe C01l.ep)l{aHHe ee OTBeTHOrO flHCbMa 6blλO 

1l.~H HerO HeO)l{H1l.aHHbIM. 01l.HaKO 3aO叩 oe3HaKOMCTBO C J1T03 n03BO~H~O yBH1l.eTb )l{eHlUHHy 

Tpa1l.HUHOHHoro CK~a1l.a MblCA1 H KOHCep 


